
娯
楽
を
知
ら
し
む
る
珍

品
な
り

■
徳
利
は
酒
屋
の
貸
出
す
る
も
の
に
て

所
謂
貧
乏
徳
利
な
り　

佐
川
蔵
元
の

銘
柄
各
種
揃
ひ
往
事
の
盛
況
が
偲
ば

れ
る
も
の
な
り
■
土
佐
に
古
風
の
漆
器

あ
り
て
古
代
塗
と
称
す　

花
生
・
膳
盆

・
鎌
の
鞘
に
至
る
ま
で
可
な
ら
ざ
る
な

し　

古
雅
な
る
文
字
模
様
・
色
漆
を
駆

使
し
た
る
花
卉
鳥
虫　

人
を
し
て
愛

撫
賞
翫
措
く
能
は
ざ
ら
し
む
■
高
知

市
郊
外
能
茶
山
に
市
原
峴
山
な
る
者

あ
り　

身
は
士
籍
に
あ
れ
ど
製
陶
を

好
み
明
治
維
新
の
変
革
に
遇
ひ
て
奮
つ

て
陶
磁
製
造
の
業
を
開
始
し
た
り　

愛
ら
し
き
兎
・
魁
偉
な
る
神
仙
の
置
物

今
人
の
目
を
も
驚
か
す
べ
し
■
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企
画
展知

ら
れ

ざ
る

城
博
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

寄
贈
・
寄
託
資
料
の
世
界

ア
ク
セ
ス

●
お
車
を
ご
利

用
の
お
客
さ

ま

：

高
知
自

動
車
道
高
知

Ｉ
Ｃ
か
ら
約

１
５
分
。
一
般

来
館
用
の
駐
車
場
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
周
辺
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
障
害
者
用
駐
車
場
あ
り
）

●
Ｊ
Ｒ
を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま

：

Ｊ
Ｒ

高
知
駅
か
ら
と
さ
で
ん

交
通
路
面
電
車
（
は
り
ま
や
橋
方
面
行
き 

約

５
分
）、
は
り
ま
や
橋
下
車 

乗
換
（
鏡
川
橋
ま
た
は

朝
倉

ま
た
は
い
の
方
面
行
き 

約
５
分
）、
高
知
城
前
下
車 

徒
歩
約
３
分
。

◆
博
物
館
に

初
も
う
で

１
月
２
日
・
３

日
は
お
正
月
特

別
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま

す
。
お
琴
の

弾
き
初
め
や
カ
ツ
オ
の

一
本
釣
り
体

験
な
ど
詳
細
は
当
館
ホ
ーム

ペ
ージ
で
！

令
和
３
年
１
月
１
日
【
金
・
祝
】

～
３
月
８
日
【
月
】
会
期
中
無
休

開
館
時
間 

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
日
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
６
時
）

※

展
示
室
へ
の
入
室
は
閉
館
の
３
０
分
前
ま
で

◆
観
覧
料 

７
０
０
円
（
団
体
２
０
名
以
上
５
６
０
円
）
高
知
城
と
の
セ
ッ
ト
券
９
０
０
円

◆
高
校
生
以
下
無
料※

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
と
介
護
者
１
名
は
無
料 ※

高
知
県
・
高
知
市

長
寿
手
帳
所
持
者
は
無
料
／
観
覧
券
は
当
日
の
み
有
効
（
年
間
観
覧
券
は
除
く
）

○
高
知
城
歴
史
博
物
館
は
高
知
県
内
外
の
篤
志

よ
り
寄
せ
ら
れ
し
貴
重
な
歴
史
的
資
料
を
数
々

所
蔵
せ
り　

そ
の
数
已
に
一
万
件
を
優
に
超
え

現
在
な
を
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
も
の
な
り

　

長
宗
我
部
時
代
よ
り
昭
和
に
至
る
の
書
画
・

工
芸
品
・
古
文
書
・
写
真
・
図
書
等
伝
来
由

緒
も
千
差
万
別
な
り　

○
本
展
は
此
等
の

一
端
を
広
く
県
民
・
市
民
へ
披
露
す
る
企
画

に
て
本
邦
初
公
開
・
新
発
見
資
料
枚
挙
に
遑

無
く
逸
品
珍
品
一
堂
に
会
せ
り　

歴
史
及
び

郷
土
文
化
愛
好
の
諸
氏
は
奮
つ
て
参
観
す
べ

し　

以
下
に
そ
の
主
な
る
を
列
記
す　

■
大

福
帳
及
び
記
録
帳
簿
の
数

々
は
高
岡

郡
佐
川

の
商
家

よ
り

寄

贈
さ

れ
し

物
な
り

家
業
・

生

活
の
記

録
二

百
年
以

上
に
わ
た
り

て
圧
巻

な
り
■
当
時

江
戸
市

中
及
び
諸

藩
の
武
士
た
ち
の
間
に
て
大
評
判
と
な
り
し
大

男
の
手
形
あ
り　

江
戸
詰
藩
士
の
日
常
乃
至


